（様式第７号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　／　　）
実績表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　
	業務区分
	業務名
	業務概要
	発注自治体　
	着手年月　
	完了年月
	対象規模

	
	
	
	
	
	
	マスター数
	　　　　　棟

	　　調　　査　　結　　果　　

	評価漏総数
	棟
	部分別評価
	棟
	比準評価
	棟
	調査未完了
	　棟
	未特定家屋
	棟
	滅失漏れ
	棟

	業務区分
	業務名
	業務概要
	発注自治体　
	着手年月　
	完了年月
	対象規模

	
	
	
	
	
	
	マスター数
	　　　　　棟

	　　　調　　査　　結　　果　　

	評価漏総数
	棟
	部分別評価
	棟
	比準評価
	棟
	調査未完了
	　棟
	未特定家屋
	棟
	滅失漏れ
	棟

	業務区分
	業務名
	業務概要
	発注自治体　
	着手年月　
	完了年月
	対象規模

	
	
	
	
	
	
	マスター数
	　　　　　棟

	　　調　　査　　結　　果　　

	評価漏総数
	棟
	部分別評価
	棟
	比準評価
	棟
	調査未完了
	　棟
	未特定家屋
	棟
	滅失漏れ
	棟


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※足りない場合はコピーして使用してください。
（様式第７号裏面）

様式第７号記載例及び注釈等
１．記載例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　1　／　○　）
実績表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　○　○　株式会社　　　　　　
	業務区分
	業務名
	業務概要
	発注自治体　
	着手年月　
	完了年月
	対象規模

	②、④
	家屋照合調査業務
	家屋課税台帳（図面）と航空写真を基に机上照合や現地照合調査を行い、家屋現況図を作成した。
	○○県

○○市
	Ｈ27.6
	Ｈ29.12
	マスター数
	　56,287棟

	　　　調　　査　　結　　果　　

	評価漏総数
	8,452棟
	部分別評価
	268棟
	比準評価
	6,362棟
	調査未完了
	1,822棟
	未特定家屋
	2,534棟
	滅失漏れ
	2,638棟


２．注釈等
（１）平成２０年度以降、業務概要説明書に規定する業務（同種・関連業務を含む）を受託・着手し、完了した九州管内の実績について、新しい年度順に、同種業務を優先して記載すること。

（２）対象規模欄は、受注時の家屋マスター数を記載すること。
（３）調査結果欄の記載　「評価漏総数」・・・・調査により未評価物件として確認された棟数

　　　　　　　　　　　　「部分別評価」・・・・未評価物件を部分別方式にて評価を実施した棟数

　　　　　　　　　　　　「比準評価」・・・・・　　〃　　　比準方式にて評価を実施した棟数

　　　　　　　　　　　　「調査未完了」・・・・照合確認されたものの契約終了時に調査が完了せず発注者に引き渡された棟数
　　　　　　　　　　　　「未特定家屋」・・・・家屋課税台帳と現況との照合確認ができなかった棟数

　　　　　　　　　　　　「滅失漏れ」・・・・・調査により滅失漏れ物件として確認された棟数
（４）業務区分
　　①全棟調査…次の②、③及び④、それに付随する業務を総合的に行うもの

　　②照合調査…業務概要説明書【主な業務内容】２．関係。　家屋課税台帳と現況との照合確認するもの

　　③家屋調査…業務概要説明書【主な業務内容】３．関係。　家屋実地調査により部分別評価又は比準評価を実施するもの
　　④家屋現況図作成等…業務概要説明書【主な業務内容】６．関係。　家屋現況図作成、ＧＩＳシステム上での家屋配置図や所有者情報管理などの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家屋管理システム構築等
　　⑤新増築家屋評価…毎年の新増築の家屋評価業務　
※業務内容により該当する棟数が


　無い場合は記載不要とします。








